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1.  平成23年2月期第2四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 143,727 △5.0 898 ― 702 ― 304 ―

22年2月期第2四半期 151,282 ― △1,383 ― △1,609 ― △2,821 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 1.11 ―

22年2月期第2四半期 △10.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 156,323 10,642 6.7 38.24
22年2月期 164,892 10,367 6.2 37.34

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  10,514百万円 22年2月期  10,264百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年2月期 ― 0.00

23年2月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 294,000 △4.8 2,800 ― 1,900 ― 1,100 ― 4.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び業績に与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」を参照してください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 275,514,406株 22年2月期  275,514,406株

② 期末自己株式数 23年2月期2Q  592,089株 22年2月期  590,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 274,923,226株 22年2月期2Q 274,925,802株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日～平成22年８月31日）におけるわが国経済は、一部に持ち直し

の兆しがみられたものの、円高が急速に進行し、株価も低迷するなど、先行き不透明な状況が続きました。個人

消費につきましても、消費者の低価格志向・節約志向は依然として根強く、本格的な回復には至りませんでし

た。 

このような状況下、当社グループにおきましては、消費低迷の影響により百貨店業、その他事業で売上高が減

少し、グループ全体の売上高は143,727百万円（前年同期比5.0％減）となりましたが、グループ各社が経営構造

の改革と業務の効率化を推し進めた結果、営業利益は前年同期に比し2,282百万円改善の898百万円、経常利益は

2,312百万円改善の702百万円となりました。また、法人税等を加減した四半期純利益は、前年同期に比し3,126

百万円改善の304百万円となり、各利益段階において、前年同期に比しそれぞれ大幅に改善いたしました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

①百貨店業 

百貨店業では、本年８月にオープンした複合商業ビル「上本町ＹＵＦＵＲＡ」の１階から５階までを賃借し、

日常性・利便性の高い商品やサービスを取り扱うショップで構成される新商業施設を開設いたしました。その開

設に先立ち、隣接する上本町店では新商業施設との相乗効果を高めるため、食料品フロアの強化と新規ブランド

の導入などの売場改装を実施いたしました。また、開店50周年を迎えた和歌山店では、婦人服、婦人洋品のショ

ップを導入する売場改装を実施いたしました。さらに、自主開発紳士服ショップ「THE SUITS ＋ PLUS（ザ・ス

ーツ プラス）」を本年３月に５店舗に拡大して展開したほか、自主編集売場の展開強化や価格政策商品の充実

に努めました。これらの諸施策を鋭意実施いたしましたものの、当第２四半期連結累計期間におきましては、個

人消費が低迷し高額商品の売上げが伸び悩んだことなどにより、売上高は前年同期に比し5.4％減の134,074百万

円にとどまりました。一方、業務の効率化と経費削減に努めてまいりました結果、営業利益は前年同期に比し

1,873百万円改善し549百万円となりました。 

  

②卸・小売業 

卸・小売業におきましては、株式会社ビッグウィルは昨年秋の書店２店舗の新規出店の効果により、株式会社

シュテルン箕面は主力の輸入新車の販売台数回復により、それぞれ増収となりました。この結果、売上高は前年

同期に比し8.7％増の3,946百万円となり、営業損失は３百万円となったものの、前年同期に比し33百万円改善い

たしました。 

  

③その他事業 

その他事業におきましては、株式会社近創は大口内装工事の受注が減少したことなどから、売上高は前年同期

に比し3.5％減の5,706百万円となりましたが、諸経費の削減を進めた結果、営業利益は前年同期に比し310百万

円改善し213百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少や、減価償却による固定資産の減少などによ

り、前連結会計年度末に比し8,569百万円減少し156,323百万円となりました。負債については、未払金の減少や

借入金の返済などにより前連結会計年度末に比し8,844百万円減少し145,681百万円となりました。純資産につい

ては、四半期純利益の計上などにより、前連結会計年度末に比し274百万円増加し、10,642百万円となりまし

た。この結果、自己資本比率は6.7％となり、１株当たり純資産は、38円24銭となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益を計上するなど、通常の営業活動から

生じるキャッシュ・フローは改善しましたが、特別退職金支払いなどにより、前年同期に比し2,711百万円支出

が増加し2,413百万円の支出となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、主に「上本町ＹＵＦＵＲＡ」の資産取得による支出があった一

方、敷金及び保証金の回収による収入などがあったことから、前年同期に比し5,285百万円収入が増加し929百万

円の収入となりました。  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、資金需給の調整により借入金の返済が増加したことなどにより、

前年同期に比し2,696百万円支出が増加し1,905百万円の支出となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比し3,389百万円減

少し、3,004百万円となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年４月13日に公表いたしました通期の連結業績予想について、本日（平成22年10月12日）公表の「業績

予想の修正に関するお知らせ」において修正しております。詳細は同資料をご参照ください。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がない場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測を利用する方法によ

っております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理  

該当事項はありません。  

                                          

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用 

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）および「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）が平成22年３月31日以前に開始す

る連結会計年度より適用できることから、第１四半期連結会計期間より同会計基準および同適用指針を適用して

おります。これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

２．表示方法の変更  

前第２四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりま

した「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間において

区分掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に

含まれている「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、△796百万円であります。 

また、前第２四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示して

おりました「長期貸付金の回収による収入」は、重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間において区分

掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含ま

れている「長期貸付金の回収による収入」は、43百万円であります。 

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,085 6,475

受取手形及び売掛金 11,322 11,741

商品及び製品 14,556 15,471

仕掛品 148 70

原材料及び貯蔵品 77 75

その他 5,251 6,005

貸倒引当金 △101 △91

流動資産合計 34,339 39,749

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 56,288 57,522

土地 34,161 34,182

その他（純額） 5,534 6,012

有形固定資産合計 95,983 97,718

無形固定資産 1,957 2,216

投資その他の資産   

投資有価証券 6,416 6,496

敷金及び保証金 14,649 15,565

その他 4,012 4,189

貸倒引当金 △1,036 △1,043

投資その他の資産合計 24,041 25,208

固定資産合計 121,983 125,143

資産合計 156,323 164,892
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,798 23,912

短期借入金 37,325 40,828

未払法人税等 201 313

商品券 13,652 13,810

預り金 28,292 28,353

賞与引当金 135 140

商品券等引換損失引当金 3,408 3,345

その他 6,201 11,659

流動負債合計 113,015 122,362

固定負債   

長期借入金 26,795 25,189

退職給付引当金 2,829 4,461

その他 3,040 2,512

固定負債合計 32,665 32,163

負債合計 145,681 154,525

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,252 13,252

資本剰余金 1,720 1,720

利益剰余金 △3,198 △3,502

自己株式 △79 △78

株主資本合計 11,695 11,391

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,180 △1,126

繰延ヘッジ損益 △0 △0

評価・換算差額等合計 △1,181 △1,126

少数株主持分 128 102

純資産合計 10,642 10,367

負債純資産合計 156,323 164,892
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 151,282 143,727

売上原価 115,477 109,839

売上総利益 35,804 33,887

販売費及び一般管理費 37,188 32,989

営業利益又は営業損失（△） △1,383 898

営業外収益   

受取利息 18 6

受取配当金 33 41

持分法による投資利益 － 248

未請求債務整理益 603 655

固定資産受贈益 294 13

その他 376 472

営業外収益合計 1,325 1,438

営業外費用   

支払利息 505 472

商品券等引換損失引当金繰入額 547 686

持分法による投資損失 51 －

その他 446 475

営業外費用合計 1,551 1,633

経常利益又は経常損失（△） △1,609 702

特別損失   

環境対策費 － 272

投資有価証券評価損 － 186

店舗建替損失引当金繰入額 324 －

減損損失 231 －

特別損失合計 555 458

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,164 243

法人税、住民税及び事業税 59 126

法人税等調整額 647 △212

法人税等合計 706 △86

少数株主利益又は少数株主損失（△） △49 25

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,821 304
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,164 243

減価償却費 3,516 3,559

減損損失 231 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 263 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △81 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △526 △1,631

商品券等引換損失引当金の増減額（△は減少） △79 63

店舗建替損失引当金の増減額（△は減少） 68 －

受取利息及び受取配当金 △51 △47

支払利息 505 472

持分法による投資損益（△は益） 51 △248

固定資産除却損 213 219

投資有価証券評価損益（△は益） － 186

環境対策費 － 272

売上債権の増減額（△は増加） 2,384 412

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,493 880

仕入債務の増減額（△は減少） △3,515 △114

その他の流動負債の増減額（△は減少） － △1,099

その他 △204 △28

小計 2,104 3,139

利息及び配当金の受取額 51 47

利息の支払額 △482 △459

特別退職金の支払額 △1,082 △4,919

法人税等の支払額 △292 △222

営業活動によるキャッシュ・フロー 297 △2,413
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △81 △81

定期預金の払戻による収入 81 81

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,381 △1,455

有形固定資産の売却による収入 0 32

投資有価証券の取得による支出 △348 △246

投資有価証券の売却による収入 14 －

短期貸付金の増減額（△は増加） 285 911

長期貸付金の回収による収入 － 623

敷金及び保証金の差入による支出 △99 △238

敷金及び保証金の回収による収入 2,382 1,149

その他 △211 152

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,356 929

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,391 △163

長期借入れによる収入 5,050 5,300

長期借入金の返済による支出 △2,861 △7,034

その他 △5 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー 791 △1,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,267 △3,389

現金及び現金同等物の期首残高 5,901 6,394

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,518 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,152 3,004
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該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日） 

（注）１．事業区分の方法：当社の事業区分は事業内容を勘案して決定しております。 

２．当第２四半期連結累計期間において、当社が株式会社中部近鉄百貨店（持分法適用関連会社）および株式会

社和歌山近鉄百貨店を吸収合併したことにより、事業の種類別セグメント情報に係るセグメント別の資産が

前連結会計年度末と比べ著しく変動しております。なお、期首に受入れた資産の金額は、「百貨店業」が

32,871百万円であります。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

（注）  事業区分の方法：当社の事業区分は事業内容を勘案して決定しております。 

  

［所在地別セグメント情報］ 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、前第２四半期連結会計期間およ

び当第２四半期連結会計期間ならびに前第２四半期連結累計期間および当第２四半期連結累計期間において、該当

事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

 海外売上高がないため、前第２四半期連結会計期間および当第２四半期連結会計期間ならびに前第２四半期連結

累計期間および当第２四半期連結累計期間において、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
百貨店業
（百万円） 

卸・小売業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社(百万円) 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  141,737  3,630  5,914  151,282  －  151,282

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 43  2,727  7,030  9,802  (9,802)  －

計  141,781  6,358  12,944  161,084  (9,802)  151,282

営業損失（△）  △1,324  △37  △97  △1,458   74  △1,383

  
百貨店業
（百万円） 

卸・小売業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社(百万円) 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  134,074  3,946  5,706  143,727  －  143,727

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 87  2,586  5,424  8,098  (8,098)  －

計  134,162  6,532  11,130  151,825  (8,098)  143,727

営業利益又は営業損失（△）  549  △3  213  759   139  898

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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